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  ３．１１の大震災から２年を迎え、福島においては今も地元に帰れず避難を余儀なくさ 

 れている方々は大勢います。それに関わらず政府自民党は安全が確認できしだい再稼働さ 

 せる事を明言し着々と原子力推進に向け政策を進めています。 

 

  

  

３月９日、東京明治公園において「つながろうフクシマ！さようなら原発大集会」が開催 

 されＪＲ総連を含めた労働組合や地域団体、民衆が集まり１万５０００人（主催者発表） 

 がデモ行進を行い、脱原発を訴えました。また、多くの貨物労組青年部員も集会・デモ行 

進に参加し、青年部で作成した横断幕を掲げシュプレヒコールを行い原宿を行き交う多く 

の若者に堂々と訴えました。 

 

   

 

    

  

 

 


